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   不況の長期化にともない、企業は人員削減をとも

なうリストラクチャリング（事業再構築）を恒常的に

すすめる構造が定着した感がある。雇用スリム化の

手法として企業は、新規採用の抑制から着手するケ

ースが多い。これが長期化すると年齢構成にひずみ

が生じ、その影響が最近、若年層・中堅層の労働時

間にしわ寄せされる形であらわれはじめている。仕

事と生活のバランスの維持が難しくなる週60時間

以上働いている就業者の割合を見ると25～34歳

と35～44歳層で際立って高くなっている（労働力

調査）。こうした状況を踏まえ、今号の特集では、

第１回ビジネス・レーバー・モニター調査の結果か

ら職場の若年正社員の仕事の量・質両面の変化の実

態を浮き彫りにするとともに、課題解決に向けた方

向性を探った。 
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 で負担が増大 
ーバー・モニター調査 

   

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
昨
年
一
一

月
に
行
っ
た
「
第
１
回
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ

ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
」（
コ
ラ
ム
参
照
）
の
一

環
で
あ
る
特
別
テ
ー
マ
調
査
「
若
年
正
社
員

の
姿
」
で
は
、
職
場
の
若
年
正
社
員
の
お
か

れ
て
い
る
実
態
や
、
こ
こ
五
年
間
の
企
業
の

新
規
採
用
の
状
況
、
企
業
労
使
が
抱
え
る
若

年
層
の
人
事
労
務
課
題
な
ど
に
つ
い
て
聞
い

た
。
そ
の
結
果
、
仕
事
の
量
・
質
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
負
担
も
増
し
て
い
る
若
年
正
社

員
の
職
場
実
態
が
浮
か
び
上
が
り
、
新
規
採

用
の
抑
制
が
負
担
増
の
大
き
な
一
因
で
あ
る

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

「
若
年
正
社
員
の
姿
」
調
査
は
、
モ
ニ
タ

ー
に
委
嘱
し
た
企
業（
一
一
〇
社
）、
単
位
労

働
組
合
（
四
三
労
組
）、
事
業
主
団
体
（
五
八

団
体
）、
産
業
別
労
働
組
合
（
二
九
組
織
）
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
回
答
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

で
実
施
。
主
要
産
業
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業

を
対
象
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
お
り
、
一
一
〇
社

の
う
ち
八
六
社
が
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
で
、

対
象
単
組
は
、
モ
ニ
タ
ー
企
業
の
労
組
が
中

心
。
調
査
は
、
回
答
の
あ
っ
た
企
業
一
〇
四

社（
回
収
率
九
四
・
五
％
）、
単
組
三
九
労
組

（
同
九
〇
・
七
％
）、
事
業
主
団
体
五
二
団

体（
同
八
九
・
七
％
）、
産
別
二
九
組
織（
同

八
二
・
八
％
）の
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。

以
下
、
企
業
・
単
組
調
査
を
中
心
に
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
紹
介
す
る
。 

特 集 
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ビジネス・レーバー・モニター調査とは 

独立行政法人労働政策研究・研修機構が、平成１５年度１１月から開始した「ビ

ジネス・レーバー・モニター調査」は、雇用動向や人事労務管理面での変化・

課題などについてモニター委嘱先を対象に定期的に実施するもの。今回の調

査終了時点で、主要産業のリーディング企業労使（企業１１０社、企業別組合

４３労組）と事業主団体５８団体、産業別組合２９組織にモニターを委嘱してい

る。年４回実施し、業況や労使の課題などに関して定点観測的に調査する「定

例テーマ」と、特別なテーマを設定した「特別テーマⅠ」、直近の法改正な

どについての取り組みなどを聞く「特別テーマⅡ」などで構成している。今

回の「特別テーマⅠ」は、「若年正社員の姿」とした。 

新規採用抑制 
第1回 ビジネス・レ　

　 

 

高

ま
る
若
年
正
社
員
の
負
担 

  

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
職
場
に
お
け
る

若
年
正
社
員
の
姿
を
み
る
と
、
仕
事
の
量
や

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
増
え
、
仕
事
の
中
身
も

高
度
化
し
て
い
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
精
神
的
負
担
も
増
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
い
ず
れ
の
項
目
で

も
、
負
担
が
減
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
と
こ

ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
点
も
大
き
な
特
徴

と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

若
年
層
が
担
当
す
る
仕
事
量
（
分
量
）
に

関
す
る
設
問
で
は
、「
ほ
ぼ
同
じ
」
が
四
六
・

二
％
と
も
っ
と
も
多
い
も
の
の
、「
増
え
た
」

（
一
二
・
五
％
）、「
や
や
増
え
た
」（
四
一
・

四
％
）を
合
わ
せ
た
過
半
数（
五
三
・
九
％
）

が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
仕
事
量
が
減
少
し
た
（「
減
っ
た
」「
や

や
減
っ
た
」）と
答
え
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た

（
図
１
）
。 

 

仕
事
の
範
囲
の
大
き
さ
の
変
化
に
つ
い
て

は
、「
や
や
拡
が
っ
た
」と
回
答
し
た
企
業
が

四
九
・
〇
％
と
ト
ッ
プ
で
、「
拡
が
っ
た
」と

す
る
一
一
・
五
％
と
合
わ
せ
る
と
六
割
以
上

（
六
〇
・
五
％
）
が
、
仕
事
範
囲
の
拡
大
を

指
摘
。「
ほ
ぼ
同
じ
」と
し
た
企
業
は
三
九
・

四
％
で
、「
狭
ま
っ
た
」「
や
や
狭
ま
っ
た
」

は
皆
無
だ
っ
た（
図
２
）。 

 

担
当
す
る
仕
事
の
内
容
の
程
度
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
や
や
高
度
化
し
た
」
と
回
答
し
た

企
業
が
五
一
・
〇
％
と
過
半
数
に
達
し
、「
高

度
化
し
た
」（
五
・
八
％
）
と
合
わ
せ
て
約
六

割
（
五
六
・
八
％
）
が
高
度
化
傾
向
を
示
し

て
い
る
。「
ほ
ぼ
同
じ
」
と
の
回
答
は
四
二
・

三
％
で
、「
低
下
し
た
」「
や
や
低
下
し
た
」

と
の
回
答
は
な
か
っ
た
。 

 

仕
事
に
お
け
る
責
任
の
変
化
で
は
、
「
ほ

ぼ
同
じ
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
五
三
・
九
％
で

一
番
多
い
も
の
の
、「
重
く
な
っ
た
」（
三
・
九

％
）、「
や
や
重
く
な
っ
た
」（
四
二
・
三
％
）

と
増
大
傾
向
を
指
摘
す
る
回
答
が
半
数
近
く

あ
り
、
一
方
「
軽
く
な
っ
た
」「
や
や
軽
く
な

っ
た
」
と
し
た
回
答
は
な
か
っ
た
。 

 

若
年
層
の
総
実
労
働
時
間
の
変
化
を
見
る

と
、「
ほ
ぼ
同
じ
」
が
五
四
・
八
％
と
も
っ
と

も
多
い
が
、
次
い
で
「
や
や
増
え
た
」
が
三

六
・
五
％
で
続
き
、
「
増
え
た
」
の
二
・
九

％
と
合
わ
せ
て
約
四
割
（
三
九
・
四
％
）
が

労
働
時
間
が
伸
び
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。

「
や
や
減
っ
た
」
は
四
・
八
％
に
す
ぎ
な
い

（
図
３
）。 

 

若
年
層
の
精
神
的
な
負
担
に
つ
い
て
は
、

「
や
や
高
ま
っ
た
」（
五
三
・
九
％
）
と
「
高

ま
っ
た
」（
二
・
九
％
）
を
合
わ
せ
た
負
担
の 
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増
加
を
指
摘
す
る
企
業
は
、
五
六
・
八
％
と

六
割
近
く
に
達
し
て
い
る
。
精
神
的
負
担
は

「
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
と
こ
ろ
も
四
二
・

三
％
と
少
な
く
な
い
が
、
「
や
や
低
く
な
っ

て
い
る
」「
低
く
な
っ
て
い
る
」
と
負
担
減
を

指
摘
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た（
図
４
）。 

    

よ
り
大
き
い
労
側
の
負
担
感 

  

単
組
に
、
企
業
調
査
と
同
項
目
で
若
年
正

社
員
の
仕
事
上
の
負
担
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
い
ず
れ
の
項
目
も
企
業
調
査
に
比
べ

て
負
担
増
を
指
摘
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
仕
事
量
、
範
囲
、
程
度（
質
）、
精
神

面
で
七
割
以
上
が
負
担
増
を
指
摘
（
図
１
、

図
２
、
図
３
、
図
４
）。
と
く
に
企
業
調
査
と

の
比
較
で
は
、
仕
事
量
、
労
働
時
間
、
精
神

面
で
、
労
組
の
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
ポ
イ

ン
ト
以
上
も
上
回
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。 

 

担
当
す
る
仕
事
量
（
分
量
）
に
関
す
る
設

問
で
も
、「
や
や
増
え
た
」
が
五
一
・
三
％
と

も
っ
と
も
多
く
、「
増
え
た
」（
二
五
・
六
％
）

を
合
わ
せ
て
八
割
近
く
が
負
担
増
を
指
摘
す

る
。
一
方
、「
減
っ
た
」「
や
や
減
っ
た
」
と
回

答
し
た
の
は
皆
無
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、「
ほ

ぼ
同
じ
」
が
一
五
・
四
％
。
労
働
時
間
に
つ

い
て
は
、「
や
や
増
え
た
」（
四
一
・
〇
％
）、

「
増
え
た
」（
二
〇
・
五
％
）と
、
約
六
割
の

労
組
が
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。「
ほ
ぼ
同
じ
」
と
し
た
と
こ
ろ
は
三
〇
・

八
％
で
、
一
労
組
だ
が「
や
や
減
っ
た
」（
二
・

六
％
）
と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。 

 

精
神
的
負
担
に
関
し
て
は
、
「
や
や
高
ま

っ
た
」
が
五
九
・
〇
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

次
に
「
高
ま
っ
た
」（
一
八
・
〇
％
）
が
続
い

て
お
り
、
八
割
近
く
の
労
組
が
負
担
増
を
訴

え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。「
ほ
ぼ
同
じ
」

は
一
五
・
四
％
で
、
負
担
が
軽
く
な
っ
た
と

し
た
労
組
（「
や
や
低
く
な
っ
た
」）
は
一
組

合
だ
け
だ
っ
た
。 

   

新
規
採
用
を
抑
制

す
る
企
業 

 

　
若
年
正
社
員
の
負
担
増
を
左
右
す
る
要
因

に
想
定
さ
れ
る
新
規
採
用
の
状
況
を
み
て
み

よ
う
。
こ
こ
五
年
間
の
新
規
採
用
状
況
は
「
ほ

ぼ
同
じ
」
と
の
答
え
が
三
三
・
七
％
と
も
っ
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と
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
「
減
ら
し
た
」

二
四
・
一
％
と
「
や
や
減
ら
し
た
」
一
四
・

四
％
、「
中
止
し
て
い
る
」
一
・
〇
％
を
合
わ

せ
て
採
用
を
抑
制
し
て
い
る
企
業
が
三
九
・

四
％
で
、
採
用
を
増
や
し
た
企
業
の
二
七
・

〇
％
（「
増
や
し
た
」
一
〇
・
六
％
と
「
や
や

増
や
し
た
」一
六
・
四
％
の
合
計
）を
一
二
・

四
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
（
図

５
）。 

 

新
規
採
用
を
減
ら
し
た
企
業
（「
減
ら
し

た
」「
や
や
減
ら
し
た
」「
中
止
し
て
い
る
」

の
合
計
）
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
複

数
回
答
）、「
総
額
人
件
費
比
率
の
抑
制
」
を

あ
げ
た
企
業
が
七
〇
・
七
％
と
も
っ
と
も
多

く
、
次
い
で
「
経
営
状
態
の
悪
化
・
事
業
の

縮
小
」（
五
六
・
一
％
）、「
臨
時
・
パ
ー
ト
労

働
者
で
代
替
」（
三
六
・
六
％
）
な
ど
を
理
由

と
し
て
あ
げ
た
。 

   

採
用
抑
制

と
仕
事
量
に 

　
密
接
な
関
係 

  

こ
こ
五
年
間
の
新
規
採
用
の
増
減
と
、
若

年
正
社
員
の
仕
事
の
量
、
程
度（
質
）、
労
働

時
間
な
ど
の
負
荷
が
増
え
た
と
す
る
企
業
の

回
答
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
確
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い

て
も
負
担
が
増
え
た
と
回
答
し
て
い
る
企
業

で
、
採
用
を
抑
制
し
た
企
業
の
割
合
が
多
い

傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
仕
事

分
量
増
」
の
項
目
で
は
、
採
用
減
企
業
が
四

二
・
九
％
で
採
用
増
企
業
の
三
〇
・
四
％
を

一
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
り
、
「
総
実
労

働
時
間
増
」
で
も
、
採
用
減
企
業
が
四
六
・

三
％
に
対
し
て
、
採
用
増
企
業
三
四
・
一
％

と
な
り
一
二
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る

な
ど
、
採
用
抑
制
と
仕
事
量
・
時
間
の
間
に

密
接
な
関
係
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た（
図
６
、
図
７
）。
一

方
、「
範
囲
拡
大
」
の
項
目
は
、
採
用
減
企
業

三
九
・
七
％
に
対
し
採
用
増
企
業
三
一
・
七

％
、
「
高
度
化
」
で
は
採
用
減
企
業
三
五
・

六
％
に
対
し
採
用
増
企
業
三
三
・
九
％
、「
責

任
増
加
」
で
は
採
用
減
企
業
三
九
・
六
％
に

対
し
採
用
増
企
業
三
一
・
三
％
、
「
精
神
的

負
担
増
」
は
採
用
減
企
業
三
七
・
三
％
に
対

し
採
用
増
企
業
三
〇
・
五
％
と
な
る
な
ど
顕

著
な
差
が
必
ず
し
も
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。 
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同
様
の
質
問
項
目
で
聞
い
た
事
業
主
団
体
、

産
業
別
労
働
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
と
も

に
七
〜
八
割
と
高
い
割
合
で
若
年
層
の
負
担

増
を
指
摘
し
て
い
る
。
事
業
主
団
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
や
や
高
ま
っ
て
い
る
」と

の
回
答
が
六
一
・
五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

「
高
ま
っ
て
い
る
」（
一
一
・
五
％
）
を
合
わ

せ
て
七
割
以
上
が
、
負
荷
の
高
ま
り
を
指
摘

し
て
い
る
。
逆
に
、
負
担
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
見
て
い
る
の
は
、
「
や
や
低
く
な
っ

て
い
る
」
と
し
た
一
団
体
に
と
ど
ま
り
、
「
低

く
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
団
体
は
一
つ
も

な
か
っ
た
。
「
ほ
ぼ
同
じ
」
と
の
回
答
は
一

三
・
五
％
。 

 

一
方
、
産
別
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
高
ま

っ
て
い
る
」（
四
一
・
七
％
）、「
や
や
高
ま
っ

て
い
る
」（
四
一
・
七
％
）
を
合
わ
せ
て
八
割

以
上
の
産
別
が
、
若
年
層
の
負
荷
が
増
加
し

て
い
る
と
指
摘
。
負
荷
が
低
く
な
っ
て
い
る

と
す
る
産
別
は
皆
無
で
、「
ほ
ぼ
同
じ
」
が
四
・

二
％
。 

 

増
え
た
負
担
の
内
容
（
複
数
回
答
）
に
つ

い
て
は
、
ト
ッ
プ
に
事
業
主
団
体
が
「
仕
事

の
質
が
高
度
化
」（
六
五
・
四
％
）
を
あ
げ
た

の
に
対
し
て
、
産
別
は
「
仕
事
の
分
量
の
増

加
」（
七
〇
・
八
％
）
と
の
答
え
が
も
っ
と
も

多
か
っ
た
。
団
体
で
は
、
仕
事
の
質
の
項
目

に
次
い
で
、
「
仕
事
の
分
量
が
増
加
」（
四
四
・

二
％
）、「
仕
事
の
責
任
が
拡
大
」（
三
〇
・
八

％
）、「
精
神
的
負
担
の
増
大
」（
三
〇
・
八
％
）、

「
労
働
時
間
が
増
大
」（
二
八
・
九
％
）
な
ど

を
あ
げ
、
産
別
は
仕
事
量
の
項
目
に
続
い
て
、

「
労
働
時
間
の
増
大
」（
五
〇
・
〇
％
）、
「
精

神
的
負
担
の
増
大
」（
四
五
・
八
％
）、
「
仕

事
の
質
の
高
度
化
」（
四
五
・
八
％
）
な
ど
を

指
摘
し
て
い
る
。
企
業
、
産
別
と
も
に
、
負

担
内
容
と
し
て
、「
昇
進
・
昇
格
の
遅
れ
」

「
研
修
機
会
（
Ｏ
Ｆ
Ｆ
・
Ｊ
Ｔ
）
の
減
少
」

を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
。 

産
業
別
労
使
も
負
担
増
を
指
摘 

   
企
業

も
懸
念
す
る 

　
年
齢
構
成
の
ゆ
が
み 

 

　
企
業
も
新
規
採
用
の
抑
制
が
引
き
起
こ
す

マ
イ
ナ
ス
面
を
意
識
し
て
お
り
、
自
由
記
述

式
で
問
題
点
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回

答
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
「
年
齢
構
成
が
い
び

つ
に
な
っ
た
」
こ
と
を
あ
げ
た
。
そ
の
た
め
、

「
近
い
将
来
に
中
堅
層
の
基
幹
社
員
が
不
足

す
る
」
こ
と
を
懸
念
す
る
意
見
や
、
「
技
術

を
伝
承
す
べ
き
人
材
の
不
足
」
「
先
輩
か
ら

後
輩
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
達
の
分
断
」
な
ど
技

能
伝
承
問
題
を
課
題
に
あ
げ
る
声
が
目
立
っ

た
。
そ
の
ほ
か
、
「
年
齢
構
成
が
い
び
つ
に

な
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
難
易
度
が
増
し
た
」

や
「
職
場
の
熱
意
と
活
気
が
な
く
な
っ
た
」

「
新
人
が
配
置
さ
れ
な
い
部
署
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
し
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。 

 

労
組
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、
企
業
が

採
用
を
増
や
し
た
こ
と
を
「
評
価
す
る
」
と

こ
ろ
が
過
半
数
（
六
二
・
五
％
）
と
な
る
一

方
、
採
用
減
企
業
の
労
組
で
は
、「
評
価
し
な

い
」
と
す
る
労
組
が
三
七
・
五
％
と
、
「
評

価
す
る
」（
一
二
・
五
％
）
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
採
用
抑
制
を
問
題
視
す
る
労
組
の

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た（
図

８
）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
長
時
間
労
働

の
発
生
」「
技
術
伝
承
の
問
題
」
な
ど
を
指
摘

し
て
い
る
。 

 

来
年
度
（
二
〇
〇
四
年
度
）
の
採
用
計
画

人
数
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、「
ほ
ぼ
同
じ
」

と
す
る
企
業
が
六
二
・
五
％
と
過
半
数
を
占

め
る
も
の
の
、
「
増
や
す
」
と
し
た
企
業
が

二
二
・
一
％
と
、
採
用
を
抑
制
す
る
企
業
の

一
四
・
四
％
（「
減
ら
す
」
一
一
・
五
％
と
「
中

止
」
二
・
九
％
の
合
計
）
を
大
き
く
上
回
り
、

企
業
の
新
規
採
用
意
欲
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。 

   
モ
ラ
ー
ル
維
持
と
キ
ャ
リ
ア 

　
プ
ラ
ン
明
示
が
課
題 

  

企
業
に
若
年
層
を
対
象
と
す
る
人
事
労
務

上
の
課
題
を
記
述
式
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
上

が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
」
「
管
理
職
に
昇
格
出
来
な

い
者
に
対
す
る
処
遇
」
「
組
織
へ
の
帰
属
意

識
の
向
上
」
「
長
期
雇
用
の
期
待
が
薄
れ
る

中
で
、
ど
の
よ
う
に
モ
ラ
ー
ル
を
高
め
て
い

く
か
」
な
ど
、
モ
ラ
ー
ル
の
維
持
と
処
遇
制

度
の
見
直
し
の
問
題
を
指
摘
す
る
回
答
や
、

「
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
明
示
」
「
中

長
期
の
自
己
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
意
識
確
立

へ
の
支
援
」
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
を

見
据
え
た
計
画
的
育
成
」
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
の
明
確
化
を
課
題
に
あ
げ
る
意
見
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
採
用
時

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
問
題
」
な
ど
定
着
率
を
あ

げ
る
回
答
も
あ
っ
た
。 
 

一
方
、
労
組
で
は
、
「
人
材
育
成
・
教
育

体
制
の
整
備
」
と
と
も
に
、
「
先
輩
が
後
輩

を
指
導
す
る
職
場
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
「
職
場
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
」
な
ど
、
職

場
の
活
性
化
を
あ
げ
る
意
見
が
多
く
、
そ
の

ほ
か
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」
の
検
討
を

指
摘
す
る
声
も
出
て
い
る
。 

   

今
回
の
調
査
だ
け
で
は
、
明
確
な
因
果
関

係
は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
新
規
採

用
抑
制
が
負
担
増
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

企
業
労
使
と
も
に
、
新
規
採
用
抑
制
が
引
き

起
こ
す
弊
害
と
し
て
、「
技
術
伝
承
の
問
題
」

「
将
来
的
な
幹
部
社
員
の
不
足
」
「
職
場
の

熱
意
の
低
下
」
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と

は
、
企
業
経
営
の
根
幹
に
影
響
を
与
え
る
要

素
で
も
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
課
題
と
い
え

る
だ
ろ
う
。 

　 

（
調
査
部
主
任
調
査
員
　
郡
司
正
人
） 


